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パーパス

過去から本質を理解して、
未来のあるべき姿に向かって

創造し行動することで、
最上から日本や世界を良くしていく
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これまでの発表実績 01

第２弾 第３弾

一般社団法人
最上イノベーションエクスキュート

【目的】
① 中高生のアントレプレナーシップ（起

業家精神）の醸成
② 論理コミュニケーション力を身につけ

る場の提供
③ イノベーションをもたらし新たな価値

を創出するための思考・行動要素を持
つ人材の育成

【参画企業】
株式会社JPD 、株式会社ヤマムラ 、

学校法人新庄学園

アジェンダ：人
解決する課題：教育サービス不足への対応

最上地域
早生桐産業創造プロジェクト

（令和４年８月31日記者発表） （令和４年９月30日記者発表） （令和４年11月14日記者発表）

【目的】
首都圏の学生が最上地域の食材をふんだん

に使う「学生食堂」を東京都内に開設し、
そこで最上エリアの地域資源をＰＲするこ
とにより、最上地域の持つ価値の再構築と
山形ファンづくりを行う。

【参画企業】
一般社団法人スマートニッチ応援団

「大学食堂おいしい山形」プロジェクト

アジェンダ：人、産業
解決する課題：交流人口拡大、所得向上

第１弾

【目的】
杉に⽐べて成⻑の早さが10倍、二酸化炭素
の吸収量が５倍の早生桐の森林造成を通じ、
① 荒廃地の再利用等による環境の保全
② 桐材の商品化等による地域林業の再構築
を目指す。

アジェンダ：環境保全、産業
解決する課題：森林資源減少の抑制

【参画企業】
株式会社佐藤運送 、
有限会社グリーンバレー 等

２年目の早生桐
直径14cm

５月植栽の早生桐
人物は身長170cm
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これまでの発表実績 02

第５弾
（令和５年６月20日記者発表） （令和５年7月11日記者発表）

第４弾

合同会社 Circular Thanks

【目的】
最上地域の伝承野菜や山菜など、健康

機能を持つ素材を活用し、ストレス社会
における美容と健康に関する問題解決に
挑むとともに、「食」を通して山形県全
体の魅力を発信する。

【参画企業】
合同会社 Circular Thanks

「共創の拠点」をつくる
「サイヒロコプログラム」

【参画企業】
一般社団法人SAI
東日本電信電話株式会社
エヌ・ティ・ティコミュニケーションズ

株式会社

アジェンダ：環境保全
解決する課題：若者流出、DX技術の向上

【目的】
世界的な環境アーティストであるサイヒ

ロコ氏からアート思考を学びつつ、氏の作
品と親和性の高いデジタル技術を活用して
メタバース山形県をつくり、その中で自分
がやりたいことに挑戦することを通して、
起業・創業のアイデアを見つ
け出すことを目指す。

アジェンダ：健康
解決する課題：地元食材を活用した健康
増進 、「食」を通した魅力発信
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第６弾
（令和５年7月18日記者発表）

【目的】
共通の知人の紹介で両者が出会い、目

的が一致し、共に法人化の検討をはじめ
たことがきっかけとなり、地元の支援機
関である新庄商工会議所と連携して支援
を実施。スポーツを通じた地域の人々の
健康増進を目的に
株式会社を設立。

【参画企業】
株式会社リンクス
新庄商工会議所

アジェンダ：健康
解決する課題：スポーツを通じた地域の
人々の健康増進

株式会社リンクス



第7弾 「金山町・神室の自然に触れるアクテビティ」
道楽 神室ベース立ち上げ
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アジェンダ ：環境の保全
解決する課題：アクティビティを通し、自然を体感することで金山の自然環
境を認識する

道楽株式会社の代表取締役である津田隆士郎氏は、シェーネスハイム金山の支援を実施している株
式会社Be-Ryuの社員として神奈川県から金山町に移住。令和5年3月２９日に、「ホテルシェーネス
ハイム金山の魅力を高める取り組み」にて記者発表に臨んだ際にも、ここ金山町を何らかの形で活性
化したいという想いを表明。シェーネスハイム金山に関わる中、その想いがより一層強くなり、その
構想を yori-iprojectに相談。

yori-iprojectでは、津田氏とシェーネスハイム金山との関りを踏まえ、グリーンバレー神室周辺の
自然環境を活用しながら金山町全体の活性化に繋げていくことを目指し、「環境保全アジェンダ」で
テーマ化し、支援を実施。

環境保全アジェンダ担当のコーディネーターやアジェンダリーダーとの議論を重ねた結果、町内外
の若者をメインターゲットとし、グリーンバレー神室における豊かな自然環境を通じて自然環境の大
切さに気づき、環境への関心を持つ人々を増やすことを目指し、自然アクティビティを主軸とする株
式会社を設立。

8月11日から、「道楽 神室ベース」を立ち上げ、広く事業を展開していく。
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令和４年度

 金山町と業務委託契約を締結し、シェーネスハイム金山の
立て直しに着手中

令和５年度

村松 真
元 山形大学 地域教育文化学部 准教授

田邊 裕之
株式会社Be-Ryu 代表取締役

令和５年度環境の保全アジェンダリーダーについて

新 環境の保全アジェンダリーダー



令和４年度（１年目） 令和５年度（２年目） 令和６年度（３年目）

 立上げ、組織化、データ分析、
ビジネスアイデアの洗い出し

 アイデアのビジネスプラン化
実装の展開

 ソーシャルイノベーションの
プロセス確立と、他地域展開
検討

■ 個別に企業訪問し、ボードメンバーと
しての参画を依頼

■ ３町村でのヒアリング

■ アジェンダの設定

■ ５つのアジェンダ分科会をパラレルで
運営

■ RESASを活用した施策立案支援事業と
の連携

■ 前年度発表した事業のフォロー

■ 各アジェンダにつき５~８のビジネスア
イデアを実装に向けて検証

■ 地元企業への参加依頼

■ ボードメンバーとのマッチング

■ ５つのアジェンダ分科会をパラレルで
運営

■ 発表した事業のフォロー

■ 事業評価に必要なデータ集積

■ ５つのアジェンダ分科会をパラレルで
運営

■ ビジネス化の伴走支援

■ 資金調達支援

■ 他地域へのプロセス展開

立上げ事業数：３
立上げ事業の目標値：12〜15

（１アジェンダあたり２〜３を想定） 他地域への展開

ヒアリング データ分析 アジェンダ設定 アジェンダ分科会運営企業とのマッチング ビジネスプラン実装 ビジネス化の伴走支援 資金調達支援
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３カ年の展開



約30の
ビジネスアイデア

130の
ボードメンバー

地域課題の解決 と 起業家の創出

イベント実施だけでなく、経済効果を出すこと、利益を生み出す
エコシステムをつくることを主軸に、引き続き事業を展開していく

まとめ

×
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